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国や県の方針とそれに基づいた焼津市の利活用推進について  
１ 国の方針    令和元年６月に成立した「学校教育の情報化の推進に関する法律」に基づき、「学校
教育情報化推進計画（案）」が令和４年４月に公表された。これは学校教育の情報化の

推進に関して今後５年間に取り組むべき施策の方向性を示したものである。 

   基本的な方針として「ＩＣＴを活用した児童生徒の資質・能力の育成」「教職員のＩ

ＣＴの利活用指導力の向上と人材の確保」「ＩＣＴを活用するための環境の整備」「ＩＣ

Ｔ推進体制の整備と校務の改善」の４点が示されており、指標例や目標等がまとめられ

ている。 

 

２ 県の方針 
  令和４年７月に「ふじのくに学校教育情報化推進計画」が示された。これは今後の県

の施策の方向性を示すものであると同時に、努力義務とされている市町村の学校教育情

報化推進計画の策定に当たって参考となるものである。期間は令和７年度までの４年間

で、進捗状況の把握のため、以下のような指標等が示されている。 

指標名 現状値 目標値 

学習の中で ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思う

と答える児童生徒の割合 

小 95.3％ 

中 93.6％ 

（2021年度） 

小 100％ 

中 100％ 

（2025年度） 

授業中に ICT を活用して習熟度別学習や協働学習など

専門的な指導ができる教員の割合 

65.7％ 

（2020年度） 

100％ 

（2025年度） 

日常的に授業で ICT を活用した学校の割合(全校種計) 
94.1％ 

（2020年度） 

100％ 

（2025年度）  
３ 焼津市の現状 
    県や全国との比較のために、令和４年度全国学力学習状況調査における児童生徒質問

紙、及び学校質問紙にあるＩＣＴ利活用の項目を抽出した。（2022年度） 

 項目名 国 静岡県 焼津市 

1 
学習の中で ICT 機器を使うのは勉強の役に立つ

と思うと答える児童生徒の割合 

小 94.4％ 

中 92.6％ 

小 95.2％ 

中 94.2％ 

小 94.8％ 

中 95.0％ 

2 

前年度までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどの

ＩＣＴ機器を、どの程度使用したかについて「週１回

以上」と答える児童生徒の割合 

週１回以上 

小 83.2％ 

中 80.6％ 

週１回以上 

小 86.6％ 

中 87.0％ 

週１回以上 

小 87.6％ 

中 90.6％ 

3 

前年度に、教員が大型提示装置等（プロジェクタ

ー、電子黒板等）のＩＣＴ機器を活用した授業を１ク

ラス当たりどの程度行ったか 

週３回以上 

小 86.2％ 

中 87.7％ 

週３回以上 

小 85.6％ 

中 90.0％ 

週３回以上 

小 100 ％ 

中 100 ％ 

4 

調査対象学年の生徒同士がやりとりする場面で

は、生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなど

のＩＣＴ機器をどの程度使用させたか（週 1回以上） 

週１回以上 

小 59.1％ 

中 55.4％ 

週１回以上 

小 63.3％ 

中 63.1％ 

週１回以上 

小 61.6％ 

中 77.7％ 

5 

学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、Ｐ

Ｃ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使ってい

るか（週１回以上） 

週１回以上 

小 49.4％ 

中 43.5％ 

週１回以上 

小 55.9％ 

中 52.9％ 

週１回以上 

小 52.0％ 

中 57.1％ 

  ※設問 1,2,5については児童生徒の回答、3,4については学校毎の回答 
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この結果を見ると、ほぼすべての項目で、全国や県と比較して、同等あるいは優れて

いるという数値が見て取れる。全国学力学習状況調査のため、該当学年は小学校６年生

と中学校３年生になるが、この結果から考えると、焼津市のＩＣＴ利活用の状況は国や

県と同等、あるいは進んでと考えられる。 

 

 ４ 焼津市の方針   焼津市では国の方針・施策を鑑み、コンサルタントと協議しながら、焼津市ＩＣＴ利活

用推進計画を策定している。全国学力学習状況調査のＣＢＴ化、デジタル教科書の導入、

高校や大学入試等、国の方針は既に具体的に定められている。 

市として対応に遅れることが無いよう、コンサルタントから助言を受け、焼津市の全教

員は２０２３年度末までにＩＣＴの利活用に慣れ、２０２４年度以降はＩＣＴ利活用によ

る協働学習・家庭学習を、日常的に実践できるようになることを目標としている。 

  ※ＣＢＴ（「Computer Based Test」の略で、子どもたちが学習者用端末を用いてテスト

を実施する形態を指す） 
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焼津市教育ＩＣＴ利活用推進計画について 

ＧＩＡＧスクール推進室（きどう） 

１．本市ＩＣＴ利活用推進計画の進捗について 
（１）実施した取り組みについて 

① 年度当初訪問研修の実施（市内２１校） 

   ・世の中の動きやＧＩＧＡスクール構想の経緯、文部科学省の方針等をもとに、 

授業におけるＩＣＴ活用の必要性について説明 

   ・学校からの要望に応じて、様々な研修を実施 

（ジャムボードの使い方、実践事例紹介、ＭＥＸＣＢＴ操作研修等） 

 

研修の理解度 割合 

とてもよく分かった ５６．７％ 

まあまあ分かった ４０．２％ 

あまり分からなかった  ２．８％ 

分からなかった  ０．３％ 

 

② 定期訪問の実施（市内２０校） 

※ＩＣＴ支援員検証校の２校を除く 

・9:00～12:00に市内の学校を訪問 

・利活用リーダーや機器管理リーダーとの 

聞き取りや相談 

・学校での端末利活用実態の把握と事例収集 

・学校からの依頼に応じて支援対応 

  （授業での端末操作支援、端末活用授業の   

実施等） 

    

③ 教材図鑑の作成及び充実（図３、４） 

   ・市内教員の授業での活用例を投稿してもらい、それを市内教員で共有 

   ・実践事例だけでなくその際使用したアプリをコピーすることができるため、負担が 

    少なく授業にＩＣＴを活用することができる 

   ・10月 27日現在、小学校（１２４事例）中学校（５１事例） 

     

今後の ICT活用の意欲 割合 

大変意欲をもてた ４９．０％ 

まあまあ意欲をもてた ４８．７％ 

あまり意欲をもてなかった ２．１％ 

意欲をもてなかった  ０．３％ 

年度当初訪問研修事後アンケート結果（表１） 年度当訪問研修事後アンケート結果 

図 3 

表１ 

図２ 
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④ みらい講座の開催 

   ・平日の夜間に希望者を募り研修会を実施 

    ６月 １日（水）第 1回みらい講座 「１からはじめる Chromebook」１１名参加 

    ８月２３日（火）第 3回みらい講座 「１からはじめるジャムボード」７名参加 

 

 

⑤ 利活用リーダーChatの活用（図６） 

   ・利活用リーダー間の情報共有及び、ＧＩＧＡスクール推進室と利活用リーダー 

をつなぐ連絡手段として活用 

   ・主には利活用についての相談と、リーダーが作成した資料の共有 

図 4 

図 6 

図 5 
 １から教わることができて、今後使っていくきっ
かけとなった。実践例を紹介していただき、実

際自分が授業した内容と重なる部分があり、解

消できる一歩となった。 
 校内で研修を進める上で、クラスルームとジャム
ボードの説明が大変参考になりました。初心者

も参加できるような会であり、大変助かりました。 
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⑥ 児童生徒目標の設定（別紙１） 

   ・「基本的な操作」、「問題解決・探究における情報活用」、「情報モラル・情報セキュ

リティ」の３分野に関して、発達段階別に目標を設定 

   ・学校現場でより具体的にやるべきことが分かるように、「基本的な操作」の「アプ

リの操作」に関しては、抽出して目標を設定 

 

 （２）これまでの成果（令和４年１月及び令和４年８月の全教職員アンケートの比較） 

 

① 学習者用端末の活用状況（図７） 

     学習者用端末（Chromebook）の 

活用については、カメラでの動

画・写真の撮影やインターネット

検索、タイピングアプリやドリル

アプリの活用等が考えられる。 

小中学校とも昨年度に比べ、全

体的に活用頻度が向上している。

特に、週 1日以上活用する教員の

割合では、小学校で１２ポイン

ト、中学校で２６ポイントの増加

が見られ、端末の活用について、

確実に使用頻度が増しているこ

とが分かる。 

    

 

② 学習系クラウドの活用状況（図８） 

    学習系クラウドの活用とは、

Chromebook を活用して子供同士

が交流して学習する協働学習や

課題の出題及び提出、小テスト等

がこれにあたる。 

学習用端末の活用頻度と同様

に、小中学校とも活用率の向上が

見られる。特に週１日以上活用す

る教員の割合では、小学校で２０

ポイント、中学校で２５ポイント

の増加が見られた。 

 

 

 

 

図 7 

図 8 
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（３）これまでに分かってきた課題 

（令和４年１月及び令和４年８月の全教職員アンケートの比較より） 

① 学校間の差（図９） 

    下のグラフは成果②の学習系クラウド活用率（クラウドを活用した授業実施率）に

ついて、学校別の頻度を並べたものである。週１日以上の活用（青系の部分）は、上

は 87.5％から下は 23.8％までと、学校間による差が拡大したことが分かる。 

    活用率が低い原因は学校によって様々であり、個々の学校の現状把握が必要である。 

   なお、この情報については１１月の校長会において示しており、自校がどのような

位置にいるかを校長先生方に周知している。 

 

② 校内の教員間の差（図１０） 

     右のグラフは、市内のある学校（Ｍ

校）の学習系クラウド活用率である。

毎日使用する教員が１９%いる一方

で活用していない教員が３２%いる。

このように、教員間の差が拡大して

いる。 

これは、活用を進めている教員はそ

の利便性や有効性を実感し、より利

活用を進めていると考えられる一

方、ＩＣＴを活用しない教員は、その必要性や有効性を実感することがなく、また、

リテラシーも向上しないため、活用しないままの状態が継続していると思われる。 

図 10 

図 9 
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③ 学校現場からの要望（図１１） 

下の図は全教職員アンケートで寄せられた、「今後ＩＣＴ利活用を進めるために必

要だと思うこと」の集計結果である。 

これを見ると、最も多い意見が「困ったときにすぐ相談できる相手の存在」である。 

    今年度より、各校の校務分掌に「利活用リーダー」と「機器管理リーダー」を必ず

配置し、校内の相談相手としているが、やはりそれだけでは限界がある。また、３番

目に意見の多い活用事例の共有や４番目の利活用研修についても、校内のみで対応す

るには時間的にも人員的に難しいと思われる。 

    この部分いついては、ＧＩＧＡスクール推進室がより学校への訪問頻度を上げ、学

校の要望に対応していく必要があると考える。 

 

④ 教職員の目標についての達成度に向けて（図 12） 

すべての教員が、ICT利活用の必要性を理解し、 

ICT 利活用の目標についての確認ができている。 

    「できている、どちらかといえばできている」

と答えた割合が、約７４％であった。年度当初訪

問研修にて必要性については指導してきたが、教

師のＩＣＴ利活用の原動力となる必要性の理解

は、今後も継続的に指導伝達していく必要がある。 

校内研修等、ＩＣＴ利活用に係る研修計画ができ 

ている。 

 質問項目としては「あなたは市や学校で計画さ

れている研修計画や支援施策を把握しています

か」という問いに対して、「できている、どちらか

といえばできている」が６６％と低い割合であっ

た。市の取り組みについて更に周知を進める必要

がある。 

図 12 

図 11 
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２．今後の本市ＩＣＴ利活用推進計画の取組の改善について 
 

（１） 定期訪問の重点化（表 13） 

 第１回目の定期訪問は、

全校対象に訪問を行ってき

た。校内の教員間の格差状

況を鑑みた場合、今後も全

校に訪問することが望まし

いが、２２校を対象とする

と、その訪問頻度は下がる。 

そのため、全教職員アン

ケートをもとに進捗グルー

プを３グループに分け、最

も活用が進んでいないグループを対象に重点的に定期訪問を行い、支援を実行する。

そうすることで、支援が必要な学校への訪問を多くし、教員の活用頻度を上げていき

たい。 

また、訪問時の支援内容については、利活用リーダーと事前に相談し、その学校に

適した支援を実行する。 

   

（２） 学校訪問型みらい講座の実施 

これまでのみらい講座は、勤務時間後や所属校外を会場として行ってきたため、気

軽な参加が難しく、ＩＣＴに比較的関心のある方の参加が多かった。しかし、そもそ

もＩＣＴに必要性を感じていない教員は、研修に参加することが無く、その有効性を

実感する機会も乏しい。 

   そこで、みらい講座を学校訪問型とし、終業直後の１６：３０から開始することで、

教員に気軽に参加できるように配慮する。対象は「学習系クラウドの活用をしていな

い教員」を主とし、少しでもＩＣＴにふれる機会をつくり、リテラシーを高めるとと

もに、その有効性を実感してほしいと考える。 

開催する学校は、全教職員アンケートで学習系クラウドの活用について「月一回程

度」「活用していない」と回答した教員が多く在籍する学校とし、みらい講座開始前

に、学校においてＧＩＧＡスクール推進室職員が、ＩＣＴについての相談をうける「出

張ＧＩＧＡ相談室」も開催する予定である。 

  

（３） 要請訪問の実施 

学校からの要請に応じ、学校へ訪問して支援を行う。校内全体への研修はもちろん

のこと、習熟度別の少人数に対する研修等にも対応していく。 

   （例）・先進校がどのような実践をしているのか、本校の教員が使って体験で

きるような研修を行いたい。 

・本校職員に教材図鑑を見る習慣がないので、事前に一人一実践を行い、

研修では、実際にアップロードするまでの活動を行いたい。 

表 13 
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（４） 第１回焼津市タイピングコンテストの実施（図１4） 

 タイピングは児童生徒が授業においてＩ

ＣＴを活用するために必要な技術である。

タイピング力が向上することで、授業にお

ける子供の円滑なＩＣＴ活用につながる。

そのタイピング力の向上を目的として、タ

イピングコンテストを実施する。 

    （期間）１０月３日（月）から１０月３１日（月） 

  （方法）タイピング練習アプリを用いて、タイ

ピング速度とミスタイピング率をも

とに算出されたスコアで競い合う 

（部門）小学校低学年の部、小学校高学年の部、  

中学校の部、教職員・保護者の部 

  （結果）各部門上位１００名まで、子どもポー    

タル上で発表する 

      

※１０／２５現在、 

応募数 １６６５件、参加者数 ９０８人 

    最高スコア 

小学校５年生 9.38タイプ/秒 ミスタイプ 0.61% 

図 14 



小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校

文字入力
小学１・２年

手書き入力・音声入力・かな入力

小学３年　ローマ字入力　２０文字／分

小学４年　ローマ字入力　３０文字／分

小学５年　ローマ字入力　４０文字／分

小学６年　ローマ字入力　５０文字／分

中学１年　ローマ字入力　６０文字／分

中学２年　ローマ字入力　７０文字／分

中学３年　ローマ字入力　８０文字／分

ファイルの呼び出

し、保存
ファイルの呼び出し、保存ができる

必要なファイルを検索で見つけることができ

る

ファイルやフォルダの管理、データの保存、

移動、コピー、削除などができる

ファイルやフォルダをミスなく目的通りに共

有することができる

端末の操作
起動、ログイン、シャットダウンができる

タッチパネルの操作ができる

キーボード入力ができる

半角／全角の切り替えができる

タッチパッドの操作ができる

ショートカットキーを使った操作ができる

（コピー、貼り付け、切り取り等）

画面キャプチャ、ウィンドの整列、

画面の最大化ができる

アプリの操作

（別紙２参照）

小学１年　活用レベル１

小学２年　活用レベル２

小学３年　活用レベル３

小学４年　活用レベル４

小学５年　活用レベル５

小学６年　活用レベル６

目的に応じて、各アプリを自分で選択して活

用することができる

整理
絵や図、簡単な表等を用いて情報を整理でき

る
図や表、グラフ等を用いて情報を整理できる

目的に応じて、適切な表やグラフを用いて情

報を整理できる

目的に応じて、適切な表やグラフを用いて情

報を統計的に整理できる

取捨選択 課題解決に役立つ情報を選ぶことができる
課題解決に役立つ情報を選んだ根拠を説明す

ることができる

信頼性や信憑性を考えて情報を取捨選択する

ことができる

重要度や代表性を考えて情報を階層化するこ

とができる

表現
文字や写真を用いて、自分の考えを表現でき

る
伝えたいことに応じて表現を工夫できる

文字や写真、動画等の複数のメディアを組み

合わせて表現を工夫できる

色彩やフォント、映像・音響効果などメディ

アの特性を理解して表現を工夫できる

情報セキュリティに

ついての理解

ＩＤ、パスワード等の安全な管理について理

解することができる

なりすましやウイルス等の危険性を理解する

ことができる

情報セキュリティの重要性を理解することが

できる

情報セキュリティを確保するための方法を理

解し、活用することができる

情報モラルに配慮

し、情報を活用する

力

自他の情報や作品を大切にすることができる
個人情報保護の大切さを知り、著作権や肖像

権に留意して情報を扱うことができる

SNS等の情報の送受信で起きる問題を理解

し、それに対応することができる

情報の保護や取扱に関する法律に基づき、他

人や社会への影響を考えて適切に管理できる

情報の保護や取扱に関する法律に基づき、他

人や社会への影響を考えて適切に管理できる

責任をもって適切に

情報を扱おうとする

態度

コンピューター等を利用するときの基本的な

ルールを理解し、それらを守ることができる

情報をやり取りする場合のルールやマナーを

理解し、それらを守ることができる

通信ネットワーク上のルールやマナーを理解

し、それらを守ることができる

情報社会は互いに法律やマナー等を守ること

によって成り立っていることを理解し、それ

らを守ることができる

基本的な操作

問題解決・探

究における情

報活用

情報モラル

情報セキュリ

ティ
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参考資料：「情報モラル指導モデルカリキュラム」の策定について（学校全体での体系的な情報モラル教育の取組のために）

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5 レベル6

カメラ
・写真や動画を撮り見ること
　ができる。

・写真を撮り、ペンツールで
　文字等を書き込むことができる。

・カメラで写真や動画を撮り
　ドライブに保存できる。
・QRコードを読み取りアクセス
　できる。

・カメラで撮影した画像や動画を
　ほかのアプリに挿入して活用
　することができる。

Classroom

・Classroomに参加することが
　できる。
・先生が配布した資料を見る
　ことができる。

・課題を提出することができる
・ストリームに意見を書いたり
　資料を添付したりすることが
　できる。

ジャムボード
・図や文字を移動することが
　できる。

・手書きで絵や文字を書く
　ことができる。
・写真を挿入することができる。

・付箋に自分の意見を書くことが
　できる。

・ペアやグループで作成した付箋
　を動かし、考えをまとめること
　ができる。

フォーム
・記述式の質問に
　答えることができる。

・簡単なアンケートやクイズ
　を作ることができる。

・アンケートを作成する際、
　目的に応じた回答方法
　を選ぶことができる。

・フォームで集計したデータを
　目的に応じて活用することが
　できる。

スライド
・自分の考えを指定された場所に
　書くことができる。

・写真や動画・画像を貼り付けて
　自分の考えを表現することができる。

・目的に応じた資料を活用して
　まとめ、自分の考えを発表
　できる。

・複数名で協働して資料を作成
　し発表することができる。

スプレッド シート

・教師が指定した場所に半角で
　英数字を入力できる。
・決められた場所に文字を入力
　できる。

・目的に応じて表を作る
　ことができる。

・作った表からグラフを作る
　ことができる。

ドキュメント
・写真や図形を入れて考え
　をまとめることができる。

・作文や意見文を書くことが
　できる。

Meet ・Meetを起動できる。
・Meetの「音声」「ビデオ」
　のON/OFFが切り替え
　られる。

・状況に合わせて挙手
　したり、チャットを使って
　先生とやり取りできる。

・GWS（グーグルワークスペース）の
機能を同時に使って
　授業を受けることができる。

・選択式の質問に答えることができる。

・GWS（グーグルワークスペース）の機能を同時に使って
　授業を受けることができる。

Chromebook　活用スキルチェック表

活用レベル

・情報モラルを意識しながら、必要に応じて写真や
　画像を活用することができる。

・付箋の内容を読み、分類、比較、関連つけながら
　整理することができる。

別紙２
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